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イントロダクション

衛星エンジニア経験14年

GOSAT-2衛星、GPM主衛星

福岡県出身

■株式会社天地人

設立2019年5月

本社：港区芝公園1-1-1住友不動産御成門タワー9F

日本橋オフィス：日本橋室町1-5-3福島ビル7F

メンバー：31名

（英語、日本語、中国語、フランス語対応）

百束泰俊

天地人取締役・COO

ひゃくそく やすとし
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天地人のMISSIONは、

“人類の文明を最適化する”
最適な場所でビジネスを営めれば、

世界中の無駄がなくなり、

人に優しく、環境に優しく、快適に暮らせる。

環境資源・経営資源は限られています。環境を正しく把握することで、人、モノ

、金、時間が節約し、ビジネスチャンスを判断できる。

人類の文明を最適化＝宇宙ビッグデータを使って、

地球の資源を有効活用することにより、土地本来のポテンシャルを活かすこと。
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あなたがこの土地で農業するとしたら

何を育てますか？



5農林水産省ホームページ「統計情報」より

栽培する品種選定は売り上げに直結します。野菜の種を選んでいる時は楽

しい時間ですが、とても重要で今後の売り上げに関係します



気候変動の影響が顕在化してきている

気候変動は農業の生産性に大きく影響している。自然災害頻度の増
加、作物に適した生育環境の変化、害虫分布の変化に大きな影響を
及ぼす
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世界各地の異常気象が急速に増え、2000年以降の件
数はほぼ2倍以上。

気候変動による収益低下

10-25%



米国では、トウモロコシの
収量は10〜25％減少すると
予想されている。

英国では、2050年にジャガ
イモ畑の24％がジャガイモ
に適さなくなる。

*Recipe for Disaster. How climate change threatens British-grown fruit and veg. The climate Coalition. 2019

温暖化現象により耕作地の環境も変化する
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↓10-25%

↓24%

気象庁ホームページ「世界の年平均気温」より



天地人が独自開発した技術は、気候変動の影響を軽減、生産

性を向上させることで、農業ビジネスを支援します。
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様々な衛星データとAI で土地のポテンシャルを発掘

特許申請済みの土地評価エンジンを使用

し、フィールドと気候の包括的な側面を

分析、各土地に適した種類の作物を提案

し、害虫、昆虫のリスクと病気を予測し

ます。



①最適な土地 ②適切な作物 ③最適な栽培方法
農業従事者が最良の条件で野菜や果物に適し

た環境の畑を発見することをサポートします

。

農業経営の利益を最大化し、リスクを最小化

。特定の土地での収穫に適した品種を提案し

ます。

病害虫の発生に適切な対策を準備するために

将来の病害虫リスクを知らせたり、より収益

性を高めるための資材の提案を行います。

天地人が提供する３つのモデル
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栽培品種の最適な土地の発見や環境に適切な品種を分析し、
最適な栽培方法（病害虫のリスク、資材の選定）を特定することによって、

農業従事者の栽培を支援します。



10

事例紹介キウイフルーツポテンシャル名産地の発掘

「最適な土地を探す」ケース
• ゼスプリ社と協業で南半球で成功している圃場と同条件の場所を探索
• 気象情報と農地情報を連携させる試みでユーザビリティを向上
• 過去の降水量、地表面温度を活用
• 今後、オーストラリア・ニュージーランドのひまわり衛星の日射量デー
タが使えると嬉しい

内閣府：2019年度課題解決に向けた先進的な衛星リモートセンシングデータ利用モデル実証プロジェクト
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事例紹介施設園芸の計画・生産支援

「最適な栽培方法を探す」ケース
• 明治大学様との共同研究で、アスパラガスに対して気象条件に応じた栽
培アクションの提案（計画・生産支援）を研究中。

• アスパラガスは定植期の地温と、栄養を根に蓄えるための生育期の日射
量（日々ごと）が重要であり、ひまわり衛星が極めて有効

内閣府：2020年度課題解決に向けた先進的な衛星リモートセンシングデータ利用モデル実証プロジェクト
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参考総務省電源資源拡大のための研究開発

技術試験衛星９号機（ETS-9）に代表
される次世代のハイスループット衛
星を用いた衛星通信システムにおい
て、5G網など地上の通信システムと
円滑な接続を実現しつつ、周波数リ
ソースをより効率的に利用するため
の気象状況予測サブシステム（＊）な
らびに移動体需要予測サブシステム
の研究開発を担当します。

＊気象状況予測においてひまわり衛星のリアルタイム情報を活用予定。
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ひまわり衛星への期待

■価値を感じていること、使っている内容
• 十数キロ離れた気象台よりもピンポイントで日射量を把握できることは農業関

係者にとって価値が大きい。
• 過去3〜5年程度のアーカイブ情報があれば、品種選定や設備投資の意思決定に

も活用できる。例えば、高機能な施設園芸は数千万規模の設備投資となること
から、過去の日射量を参照できることは非常に有効。

• 「ピンポイント」でイメージする分解能は数百m〜1km程度。
• 精度の追求よりも、面的な相対評価に価値を見出すことが多い。（A圃場とB圃

場を比較する、同じA圃場で昨年と今年を比較する等）

■ご要望
• 地表面温度のデータがあればぜひ提供いただきたい。地温は農業の場合、定植

判断、低温障害の回避（水田だと水路の開閉）等に使われる重要情報で、日中
と夜間の情報がわかるだけでも、生産支援に大きく貢献できます。
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気になる点が御座いましたら、お気軽にお問い合わせください。

お問い合わせ

info@tenchijin.co.jp


